
「新たな時代に対応する北海道立総合博物館のあり方」答申（素案）の基本的な考え方

基本的機能の充実
協議会の議論

・審議会の意見

・活動の方向性

・ＫＰＩ指標

中期計画の検証

・これまでの取組状況

・施策等の達成状況

・今後の課題

社会情勢の変化

・政 策
～国・道の方針等
・技 術
～ＩＣＴの活用等
・社 会
～多様性・共生等
・経済
～人件費高騰等

基 本 的 な 考 え 方

○「政策」、「技術」、「社会」、「経済」など、現在及び今後の社会情勢の変化を見据えたものであること。
○これまでの北海道立総合博物館協議会の議論及び中期計画の検証を踏まえたものであること。

○北海道総合計画の期間との均衡を考慮し、概ね今後１０年間を想定したものであること。

検 討 ス キ ー ム

求められる役割

地域との信頼構築の構築

運営基盤強化

諮問事項 検 討 要 素
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